
１．事業再生・中小企業金融の円滑化

（１）創業・新事業支援機能等の強化

①融資審査態勢の強化等

②産学官の更なる連携強化等

１ （金沢信用金庫）

項　　　　目

「実施スケジュール」

アクションプログラムに基づく個別の取組み

・「目利き」能力向上のため「目利き
の業種別経営支援講座」を受講しま
す。

・同　左・営業店との連携による企業訪問を
実施します。
・「目利き」能力の研修プログラム
を開催します。（営業店担当者の
研修）

・同　左

・「北陸ライフケアクラスター研究会
（ＨＬＣ）」への人的派遣を実施します。

・「北陸ライフケアクラスター研究会
（ＨＬＣ）」の活動を通じて地域の産
業クラスターを創出し、進出するベ
ンチャー企業に対して融資支援を行
います。

・｢北陸地区産業クラスターサポート
金融会議」へ参加します｡

・「北陸ライフケアクラスター研究会
（ＨＬＣ）」の活動を通じて地域発ベ
ンチャー企業の育成、融資支援を行
います。
・「北陸地区産業クラスターサポート
金融会議」へ参加します｡

・同　左 ・同　左

・「福祉医療機構」との業務提携を行
います。

・「中小企業基盤整備機構」との業務
連携を行います。

・業務提携機関との協調融資を積極的
に推進します。

・「日本政策投資銀行」との業務提携
を検討します。
・政府系金融機関等との協調融資を積
極的に推進します。

・「きんしんビジネスフェア２００５」
を１０月に開催します。
・外部機関等の主催のセミナーや交
流会に参加します。
・金沢商工会議所主催の「創業塾」
に参加し、ベンチャー企業に対す
る融資支援を行います。

・同　左・「中小企業基盤整備機構」と業務連
携の覚書を締結します。

・ビジネスマッチング推進のため、支
店長・渉外代理を対象としたコーデ
ィネーター研修会を開催します。

・北陸３県の金融機関と連携し、合同
でビジネスフェアを開催することを
検討します。

・北陸地区では初めて、当金庫主催
の商談会「きんしんビジネスフェ
ア２００５」を１０月に開催します。
・「中小企業基盤整備機構」との連
携によりセミナーを開催し、企業
の経営課題解決に連携して取組み
ます。
・「東京ビジネスサミット」に参加
する出展企業を募集します。
・「しんきんビジネスマッチングサ
ービス」に登録する企業を募集し
ます。
・「Ｍ＆Ａセミナー」を１０月に開
催します。

・外部機関等の主催のセミナーや交
流会に参加します。

・「知的財産権担保融資」や「メザ
ニン投融資」等のベンチャー企業
支援融資の新商品に関するノウハ
ウやスキームを習得します。

③地域におけるベンチャー企業向
け業務に係る外部機関等の連携
強化等

（別紙）

実施スケジュール
１７年度上期 １７年度下期 １８年度上期 １８年度下期

（２）取引先企業に対する経営相談・
支援機能の強化

①中小企業に対するコンサルティ
ング機能、情報提供機能の一層
の強化



②中小企業支援スキルの向上を目
的とした取組みの強化

２ （金沢信用金庫）

③要注意先債権等の健全債権化等
に向けた取組みの強化及び実績
の公表等

（別紙）

項　　　　目 実施スケジュール
１７年度上期 １７年度下期 １８年度上期 １８年度下期

・経営支援先の改善計画書に基づき改
善状況を検証する能力の向上と、必
要に応じ支援活動ができる人材の育
成を行います。

・全国信用金庫協会、北陸地区信用金
庫協会及びその他団体主催の中小企
業支援関連の「目利き能力養成講座」
等に職員を派遣し知識･能力の向上
に努めます。

・中小企業大学校に派遣するため、入
学試験を受験します。

・中小企業診断士資格取得奨励のため、
通学形式講座募集の案内を通達します。

・経営支援先の状況を把握し、支援活
動ができる人材の育成を継続してい
きます。
・全国信用金庫協会、北陸地区信用金
庫協会及びその他団体主催の中小企
業支援関連の「目利き能力養成講座」
等に職員を派遣し、人材育成に努め
ます。
・新任支店長及び次長が「経営支援ア
ドバイザー（当金庫認定）」資格を
取得します。

・新任支店長が「経営支援アドバイ
ザー（当金庫認定）」資格を取得
します。
・庫内講師が中小企業再生に関する
研修会を開催します。

・庫内講師が中小企業再生に関する
研修会を開催します。

・企業支援先を選定します。
・経営改善計画書の予算と実績の管理
を継続実施します。

・支援企業先に営業店担当者と連携し
て帯同訪問をします。

・企業支援先を選定します。
・経営改善計画書の予算と実績の管理
を継続実施します。
・支援企業先に営業店担当者と連携し
て帯同訪問を行います。
・内容の充実を図り実績を公表します。

・経営支援室の人員を増員します。 ・同　左

・ＤＤＳ、事業再生ファンドについて
は導入に向けて検討します。

・ＤＤＳ手法を取り入れた事業再生を
具体的に検討します。

・同　左・同　左

（３）事業再生に向けた積極的取組み

①事業再生の早期着手に向けた取
組みの促進及び多様な事業再生
手法の一層の活用

・中小企業再生支援協議会等との連携
を通じて政府系金融機関との協調融
資でＲＣＣ債権の肩代りを実施し、
企業再生を図ります。

・同　左 ・同　左・外部の専門家を招き、お客様を含
めて金融実務の研修会を開催しま
す。

②外部機関の事業再生機能の一層
の活用及び金融実務に係る専門
的人材・ノウハウの活用

（４）担保・保証に過度に依存しない
融資の推進等

①担保・保証に過度に依存しない
融資の推進

・エグジットファイナンスについての
外部研修に参加し、導入に向けた対
応を検討します。

・同　左 ・同　左・シンジケートローン等の活用によ
るエクジットファイナンスの導入
に向けて政府系金融機関等との情
報交換・連携交流を図ります。
・ＤＩＰファイナンスは政府系金融機
関等との連携にて個別に対応します。

③再生企業に対する支援融資の拡
充

④再生支援実績に関する情報開示
の拡充、再生ノウハウ共有化の
一層の活用

・再生ノウハウの共有化を図るため研
修会を開催します。

・再生ノウハウの共有化を図るため研
修会を開催します。
・企業支援先の具体的な成功事例をホ
ームページで開示します。

・同　左・同　左

・創業・新事業支援商品｢新進企営｣を
推進します。

・保証極度額の設定基準についての研
修会を開催します。

・創業・新事業支援商品｢新進企営｣を
推進します。
・信用リスクに見合った適正金利体系
の高度化を検討します。
・スコアリングモデルの構築を検討し
ます。

・財務制限条項を織り込んだ約定書
を策定し活用します。

・財務制限条項の内容と活用につい
て幅広い検討を行います。



②中小企業の資金調達手法の多様
化等

３ （金沢信用金庫）

（別紙）

項　　　　目 実施スケジュール
１７年度上期 １７年度下期 １８年度上期 １８年度下期

・「私募債」「売掛金債権担保融資」
を継続的に推進します。

・「きんしん北陸税理士会提携ロー
ン」「ＴＫＣ経営者ローン」を推進し
ます。

・同　左
・中小企業金融公庫のＣＬＯへの参加
を具体的に検討します。

・ＣＬＯについては、中小企業金融
公庫との連携を検討します。

・特許・著作権等の知的財産権担保
融資、ノンリコースローン、プロ
ジェクトファイナンス等について
は、外部機関の研修に参加し、知
識を習得します。

・コンプライアンス担当責任者研修、
コンプライアンス・オフィサー研修
を開催します。

・コンプライアンス担当責任者研修、
コンプライアンス・オフィサー研修
を開催します。
・信用金庫取引約定書以外の契約書に
も「重要事項説明書」を作成します。
・手形割引、手形貸付について、契約
条件の記載された書面を作成します。
・窓口アンケートの内容を見直します。

・「与信取引に関する顧客への説明
態勢に係る規程」を改訂し、職員
への説明会を実施します。

・「チェックリスト」の改訂を行い
ます。
・「コンプライアンス便り」を定期
的に発行します。

（５）顧客への説明態勢の整備、相談
苦情処理機能の強化

（２）収益管理態勢の整備と収益力の
向上

・自己啓発ガイドの内容を見直し企業
支援能力向上につながる講座の充実
を図ります。

・全国信用金庫協会、北陸地区信用金
庫協会及びその他団体主催の中小企
業支援関連の「目利き能力養成講座」
等に職員を派遣します。

・中小企業大学校に派遣するため、入
学試験を受験します。

・中小企業診断士資格取得奨励のため、
通学形式講座募集の案内を通達します。

・全国信用金庫協会、北陸地区信用金
庫協会及びその他団体主催の中小企
業支援関連の「目利き能力養成講座」
等に職員を派遣し、知識･能力の向
上に努めます。
・新任支店長及び次長が「経営支援ア
ドバイザー（当金庫認定）」資格を
取得します。

・庫内講師が中小企業再生に関する
研修会を開催します。

・新任支店長が「経営支援アドバイ
ザー（当金庫認定）」資格を取得
します。
・庫内講師が中小企業再生に関する
研修会を開催します。

（６）人材の育成

（信用リスク管理）
・与信ポ－トフォリオの分析項目及び
書式を検討します。

（市場リスク管理）
・主要指標の一元管理を検討します。
（オペレ－ショナルリスク管理）
・デ－タの収集・蓄積を行い、計測手
法を検討します。

（統合リスク管理）
・各種リスクの限度額を算出します。

（信用・市場・オペレ－ショナルリス
ク管理）
・左記取組みを継続し、一層の管理態
勢の強化を図ります。

（統合リスク管理）
・統合リスク管理の本格的な導入を目
指し、リスク資本の配分方法等の管
理手法を検討します。

（バ－ゼルⅡ）
・標準的手法で平成１８年３月期の
信用リスク額を試算します。

（バ－ゼルⅡ）
・標準的手法で平成１７年３月期の
信用リスク額を試算します。

・お客様の経営内容を把握しランクア
ップに努めます。

・倒産確率のデータを蓄積します。
・「リスク調整後の収益管理システム」
の設計・開発、データを検証します。

・「リスク調整後の収益管理システム」
の運用を開始します。
・企業格付制度を導入します。

・リスク調整後の収益管理システム
を定着させます。

・「リスク調整後の収益管理システ
ム」の運用テストを行います。
・信用格付の区分を見直し、企業格
付制度の再構築を行います。

２．経営力の強化

（１）リスク管理態勢の充実



（４）法令遵守（コンプライアンス）
態勢の強化

４ （金沢信用金庫）

（別紙）

項　　　　目 実施スケジュール
１７年度上期 １７年度下期 １８年度上期 １８年度下期

・「利用目的の同意書」の徴求を行い
ます。

・総代会の仕組等に、より理解を得ら
れるように開示方法の充実を図ります。
・総代に対するアンケート調査の方法、
内容等について検討します。

・同　左

（３）ガバナンスの強化

①総代会の機能強化に向けた取組
み

・四半期開示を検討します。 ・同　左
・継続して半期の情報開示を行い、
内容の充実を図ります。

・継続して半期の情報開示を行いま
す。

・「コンプライアンス等小委員会」を
設置します。

・代表役員による営業店訪問を行います｡
・必須検定試験としているＳＣＯ、ＡＣ
Ｏの資格者を育成します｡
・コンプライアンス担当責任者研修、
コンプライアンス・オフィサー研修
を開催します｡

・コンプライアンスに関する臨店指導
を実施します｡

・専担者による心の問題のケア対策を
実施します｡

・各部署毎の「コンプライアンス・マ
ニュアル」を策定します｡

・同　左 ・同　左・外部コンサルタントによる組織の
チェックを実施します｡

・個人情報の台帳整備を行います。
・個人情報管理態勢に係る一斉点検を
実施します。

・個人情報管理態勢に係る監査を総合
監査の一環として実施します。

・私物カバンの執務スペ－ス内への持
込を禁止します。

・カメラ付き携帯電話の執務スペ－ス
内での使用を禁止します。

・携帯電話へお客様情報を原則登録禁
止とします。

・個人情報に係る事務取扱いの「Ｑ＆
Ａ」を作成します。

・パソコンのアクセスログの管理・分
析を行います。

・外部へ発信するメ－ルを監視します。
・ＦＡＸ誤送信防止のためのシステム
導入を検討します。

・同　左 ・その他組織的・人的・技術的安全
管理措置を講じ、個人情報管理態
勢の強化を図ります。

・個人情報保護に係る教育・研修を
実施します。
・文書取扱規程の整備を行います。
・個人デ－タへのアクセス権限の適
正な付与を行います。
・ＦＡＸ誤送信防止のためのシステ
ムを導入します。
・パソコン上の個人デ－タについて
暗号化を実施します。
・業務委託先について、個人情報管
理態勢の再調査を行い、個人情報
の取扱いについて安全管理措置が
取られているかを確認します。

②半期の開示

①営業店に対する法令等遵守状況
の点検強化等

②適切な顧客情報の管理・取扱い
の確保



３．地域の利用者の利便性向上

②充実した分かりやすい情報開示
の推進

（１）地域貢献等に関する情報開示 

（２）地域の利用者の満足度を重視し
た金融機関経営の確立

①地域貢献に関する情報開示

（６）協同組織中央機関の機能強化

５ （金沢信用金庫）

（別紙）

項　　　　目 実施スケジュール
１７年度上期 １７年度下期 １８年度上期 １８年度下期

・次期勘定系システムの仕様内容を確
定し、事前の検証を行います。

・渉外支援システムの更改を完成しま
す。

・次期勘定系システムの共同運営・開
発のための新会社を設立します。
・システム運営管理業務を新会社にア
ウトソーシングします。
・収益管理システムを更改します。
・営業店事務の本部集中と合理化を進
めます。

・金融犯罪等防止のためのシステム
対応を検討します。

・端末機によるイメージ処理の導入
を検討します。

・同　左

（５）ＩＴの戦略的活用 ・次期勘定系システムの検証を継続
的に行います。
・次期システムの導入に向けた営業
店研修を行います。
・情報系及び次期勘定系通信回線の
速度アップとバックアップ回線を
敷設します。
・情報系サーバの更改を検討します。

・ディスクロージャー誌にＩＳＯ認証取
得と「賑わい回廊ミュージアムきん
しん」の情報を開示します。

・環境保全を目的とした新たな融資商
品の内容を開示します。
・企業先支援の具体的な成功事例をホ
ームページに開示します。

・環境保全を目的とした融資の実績
件数、金額を開示します。

・外部経営コンサルタント会社と連
携したＩＳＯ認証取得の仲介業務等
の内容を開示します。
・ＩＳＯ認証取得のための融資商品の
内容を開示します。

・環境保全に関する金融サービスの提
供をホームページに開示します。

・地域貢献活動の内容をミニディスク
ロージャー誌に開示します。

・お客様のご意見に対する回答を営業
店に掲示します。

・お客様満足度に関するアンケート
（ＣＳを調査）を引続き実施します。
・お客様のご意見に対する取組み内
容をホームページに開示します。

・お客様満足度に関するアンケート
（ＣＳ調査）を実施します。

・同　左・「北陸ライフケアクラスター研究
会（ＨＬＣ）」のＮＰＯ法人化に伴い、
人員を派遣します。

・「ご意見箱」、「目やす封書」に寄せ
られたご意見を職員に開示します。

・同　左・金沢、白山、小松、加賀、砺波商工
会議所及び富山県、石川県商工会連
合会との提携ローンを取扱います。

・支店長会議において「新たな企業連
携による産業の創造」を趣旨とした
「石川県産業革新戦略」について説
明を受け認識を高めます。

・「石川県産学連携コーディネート協
議会」にオブザーバー参加し、情報
の収集・交換を行います。

・「北陸地域新連携事業意見交換会」
に参加し、情報収集、情報交換を行
います。

・「新連携支援事業」推進に関する職
員向け勉強会を開催し中小企業への
広報活動を推進します。

・地域貢献活動の内容をビジュアルに
表現し、分かりやすくミニディスク
ロージャー誌に開示します。

・お客様の意見はＱ＆Ａ方式にてホ
ームページに開示します。

・信金中央金庫の「ポートフォリオ
分析」を受けて、有価証券運用・
リスク管理に関する意見交換会を
実施します。
・業界の先進事例を収集します。

（３）地域再生推進のための各種施策
との連携等


